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昨年の今頃はもう台風に悩まされていたと思うと今夏はまだ入梅もせずさわやかな五月晴れが続いていま

す。年度替りの事務に追われ、野の花館まつり・総会を終えたらもう夏でした。皆様にはお変わりありませ

んか？野の花館では今期から代表理事が変わりました。前代表の永野さんには、準備会からずう-っと・・・ 

本当にご苦労様でした。まだまだ、理事として残っていただきますのでよろしくお願いいたします。 

4月23・24日には第11回野の花館まつりの開催（詳しくは2ぺ-ジ）。地元の子供たちの参加が多く、人

形劇祭り、春を食べる会を楽しみました。5月8日（日）14：00より第6期総会を開き、今年度の野の花館

の活動について話し合われました。新代表理事からのメッセ-ジです。 

第6回総会を終わって・・・ 
この度、代表理事を務めることになりました、岡田心平です。          

私が宮崎に引っ越してきたのが１２年前でちょうど野の花館が土呂久から 

移築されてきた直後でした。 

つまり、私の宮崎の生活と、野の花館のあゆみとが、ぴったり重なるわけです。 

１２年前と比べると、周りの環境も少しずつ変わり始めています。 

大きなスーパーやアパートが建ったり、県道の交通量が増えたり、 

田んぼが減ったり、少しずつ市街地化しつつあります。 

１０年後、２０年後はどうなるでしょうか。すっかり市街地化しているでしょうか。 

だとしたら、そんな中で竹藪に囲まれた古い民家、野の花館はもっともっと 

貴重な存在になっているかもしれませんね。 

では、そこで野の花館は何を果たしていくべきでしょうか。 

その方向性は、最近の活動で十分に示されていると思います。地域に根を下ろした活動。 

特にこの数年は、こどもの居場所提供事業＝学童保育、情報誌の発行などを通して、地域に密着した活 

動の方向性が明確になり、地元高鍋の方々への認知もずいぶん広がってきたと思います。 

ところで、最近はちょっと議論が少なくなったように思います。『野の花館設立準備会』のころは、 

将来の夢をずいぶん語り合ったものでした。もちろん、いつまでも夢ばかり語っているわけにはいきま 

せん。活動内容が定まり、運営が安定してきたのはもちろん良いことです。 

しかしスタッフの顔ぶれも大体固定している状態です。将来のことを考えると、ちょっと心配です。 

これまで積み重ねてきた財産をどう生かし、伝えながら、次の１０年２０年、この宮崎県高鍋町中鶴の 

地で、何ができるのか。 

それをあらためて考えてみる、この２，３年を、そういう時間に充てられたらなと、考えています。 

そして、仲間を増やして行きましょう。 

 

（ 総会の日に・・・ ） 

* 五月のさわやかな青空にこいのぼりが泳ぐ。 

  こんな日曜日はどこか野山を歩きたくなる.なんて思いながら野の花館総会にのぞむ。 

  どっしりした屋内にすわれば、どこそこから五月風が通りすぎ、竹林のざわめきが伝わってくる。不思議なものだ 

  「どこかへ行きたい」なんて思って運転して来た思いがすーと消えてる。 

  総会は 16年度の報告も終り、17年度そしてこれからの野の花館のあり方について話し合われる。 

   ・みまわすとここには文化がある。他との違いは何？どう外へアピールするのか。 

   ・こどもの居場所づくりの必要性はこどもたちが一番知っている。そのこどもたちはここで「昭和」の時間と空間 

    文化を味わっているのではないか。 

  など出ている。 

  そうだ。外へむけてのアピール。それはもしかしたら、昭和で育った人たちとそれ以前の文化の凝縮である家・場を 

  テーマにして考えたらいいのでは・・・・・・・・                  隈元三枝子 

 

 

 




